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国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
日
本
報
告
審
査
―

　
　
　
　
　
　

雇
用
に
お
け
る
差
別
撤
廃
を
中
心
に軽　

　

部　
　

恵　
　

子

一　

は
じ
め
に

一
九
七
九
年
一
二
月
一
八
日
、「
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
」（C

on
ven

tion
 on

 th
e E

lim
in

ation
 of A

ll F
orm

s of 

D
iscrim

in
ation

 again
st W

om
en

。
以
下
、「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」
と
略
す
。）
が
第
三
四
回
国
連
総
会
に
お
い
て
、
賛
成
一
三
〇
（
日
本
を
含
む
）、
反
対
〇
、
棄

国
連
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
国
内
実
施
を
保
障
す
る
制
度
は
、
条
約
第
一
八
条
に
規
定
さ
れ
た
国
家
報
告
制
度
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
一
〇
月
、
本
体
の
条
約
を
強
化
す
る

た
め
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
が
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
。
選
択
議
定
書
は
個
人
通
報
制
度
と
委
員
会
に
よ
る
調
査
制
度
を
有
す
る
が
、
日
本
は
未
だ
批
准
し
て

い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
報
告
制
度
が
日
本
に
と
っ
て
唯
一
の
保
障
制
度
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
か
ら
計
八
本
の
日
本
政
府
報
告
が
国
連
事
務
総
長
に
提
出
さ
れ
、
条
約
の
監
視
機
関
で
あ
る
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
に
よ
っ
て
計
五
回
審
議
さ
れ
て
き
た
。
だ

が
、
日
本
の
女
性
の
状
況
に
関
す
る
国
際
的
な
評
価
は
依
然
と
し
て
低
い
。
そ
の
理
由
を
探
る
た
め
、
本
稿
で
は
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
六
年
の
総
括
所
見
を

中
心
に
検
討
す
る
。

本
稿
は
条
約
第
一
一
条
の
雇
用
に
お
け
る
差
別
撤
廃
を
と
く
に
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、
女
性
の
経
済
的
自
立
の
確
保
が
、
教
育
、
家
族
関
係
に
お
け
る
女
性
の
地
位
な
ど
、

他
の
分
野
に
大
き
く
影
響
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
八
五
年
の
条
約
批
准
に
際
し
て
、
国
内
法
の
改
正
が
最
も
困
難
を
極
め
た
の
は
、
雇
用
に
お
け
る
分
野
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。 論

文
要
旨
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権
一
一
に
よ
り
採
択
さ
れ
た（

1
）。

批
准
国
は
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
時
点
で
、
一
八
九
に
の
ぼ
る（

2
）。

女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
国
内
実
施
を
保
障
す
る
制
度
は
、
国
家
報
告
制
度
で
あ
る
。「
締
約
国
は
、・
・
・
こ
の
条
約
の
実
施
の
た
め
に
と
っ
た
立
法
上
、
司
法
上
、
行

政
上
そ
の
他
の
措
置
及
び
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
進
歩
に
関
す
る
報
告
を
、
委
員
会
に
よ
る
検
討
の
た
め
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
提
出
す
る
こ
と
を
約

束
す
る
。」（
同
条
第
一
項
）
と
規
定
し
、
締
約
国
は
原
則
と
し
て
四
年
毎
に
報
告
を
提
出
す
る
（
同
条
第
二
項
）。
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
実
施
状
況
を
監
視
す
る
女
性
差

別
撤
廃
委
員
会
（C

om
m

ittee on
 th

e E
lim

in
ation

 of D
iscrim

in
ation

 again
st W

om
en

。
以
下
、「
委
員
会
」
ま
た
は
「
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
」
と
略
す
。）
は
、「
こ
の

条
約
の
実
施
に
関
す
る
進
捗
状
況
を
検
討
す
る
た
め
に
」（
条
約
第
一
七
条
第
一
項
）
政
府
報
告
を
検
討
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
一
〇
月
六
日
、
本
体
の
条
約
の
国
内
実
施
を
強
化
す
る
た
め
、
個
人
通
報
制
度
と
委
員
会
に
よ
る
調
査
制
度
を
有
す
る
「
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態

の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
の
選
択
議
定
書
」（
以
下
、「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
」
と
略
す
。）
が
第
五
四
回
国
連
総
会
に
お
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
採
択
さ

れ
た（

3
）。

二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
時
点
で
、
選
択
議
定
書
の
批
准
国
は
一
〇
九
に
の
ぼ
る（

4
）が

、
日
本
は
批
准
の
見
込
み
す
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
四
年
に
一
度
政
府
が

報
告
を
提
出
す
る
国
家
報
告
制
度
が
、
日
本
の
国
内
実
施
を
保
障
す
る
唯
一
の
し
く
み
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
日
本
政
府
報
告
を
計
五
回
審
議
し
た（

5
）。

そ
れ
ら
は
、
第
一
次
報
告
（
第
七
会
期
、
一
九
九
八
年
）、
第
二
次
及
び
第
三
次
報
告
（
第
一
三
会

期
、
一
九
九
四
年
）、
第
四
次
第
五
次
報
告
（
第
二
九
会
期
、
二
〇
〇
三
年
）、
第
六
次
報
告
（
第
四
四
会
期
）、
そ
し
て
、
二
つ
の
報
告
が
合
体
さ
れ
た
第
七
・
八
次
報
告
（
第

六
三
会
期
、
二
〇
一
六
年
）
で
あ
る
。
日
本
が
一
九
八
五
年
に
条
約
を
批
准
し
て
か
ら
三
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
日
本
に
お
け
る
女
性
の
人
権
状
況
は
決
し
て
良
好

で
は
な
い
。
一
九
七
一
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
設
立
さ
れ
た
非
営
利
の
国
際
機
関
「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
女
性
の
状
況
を
示
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数（

6
）を

毎

年
発
表
す
る
が
、
過
去
三
年
間
の
日
本
の
順
位
は
二
〇
一
四
年
が
一
四
二
カ
国
中
一
〇
四
位（

7
）、

二
〇
一
五
年
が
一
四
五
カ
国
中
一
〇
一
位（

8
）、

二
〇
一
六
年
が
一
四
四
カ
国

中
一
一
一
位（

9
）と

な
っ
て
い
る
。

日
本
の
女
性
差
別
撤
廃
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
原
因
の
可
能
性
と
し
て
、（
1
）
委
員
会
が
締
約
国
の
抱
え
る
問
題
を
十
分
理
解
し
て
お
ら
ず
、
締
約
国
政
府

に
適
切
な
指
摘
ま
た
は
勧
告
を
し
て
い
な
い
、（
2
）
委
員
会
が
報
告
審
議
に
十
分
な
時
間
を
費
や
せ
ず
、
締
約
国
政
府
に
適
切
な
指
摘
ま
た
は
勧
告
を
し
て
い
な
い
、

（
3
）
委
員
会
か
ら
適
切
な
指
摘
・
勧
告
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
締
約
国
政
府
の
問
題
に
対
す
る
認
識
が
不
十
分
で
あ
る
、（
4
）
締
約
国
政
府
は
一
定
程
度
問
題

の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
有
す
る
が
、
問
題
解
決
の
た
め
の
政
策
が
適
切
で
は
な
く
、
効
果
が
十
分
出
て
い
な
い
、（
5
）
委
員
会
の
総
括
所
見
に
法
的
拘
束
力
が
な
い

た
め
、
締
約
国
政
府
の
中
で
勧
告
内
容
を
実
施
す
る
意
思
が
乏
し
い
、
の
五
点
が
考
え
ら
れ
る
。
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そ
こ
で
、
本
稿
で
は
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
総
括
所
見
を
中
心
に
、
日
本
政
府
報
告
、
委
員
会
が
事
前
に
締
約
国
に
送
付
し
た
「
課
題
リ
ス
ト
」（L

ist of Issues and 

Q
uestions

）、「
課
題
リ
ス
ト
に
対
す
る
政
府
回
答
（
課
題
リ
ス
ト
）」（R

esponses to the L
ist of Issues and Q

uestions

）、
審
議
の
際
に
委
員
会
が
政
府
代
表
団
に

対
面
で
行
っ
た
質
問
、
政
府
代
表
団
の
答
弁
を
中
心
に
検
討
し
、
前
述
の
五
つ
の
視
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
女
性
差
別
撤
廃
を
阻
害
す
る
要
因
を
検
討
す
る
。

本
稿
で
は
二
〇
〇
三
年
以
降
の
三
回
の
審
議
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
理
由
は
、
政
府
報
告
審
議
の
形
式
が
整
っ
た
こ
と
、
及
び
二
〇
〇
二
年
一
二
月
に
設
立
さ
れ
た
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
連
合
体
「
日
本
女
性
差
別
撤
廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（Japan

 N
G

O
 N

etw
ork for C

E
D

A
W

: JN
N

C

）
が
、政
府
報
告
に
対
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ポ
ー

ト
及
び
課
題
リ
ス
ト
に
対
す
る
独
自
の
回
答
書
を
提
出
す
る
、
そ
し
て
女
性
差
別
撤
廃
委
員
に
対
し
て
会
期
前
と
会
期
中
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、
組
織
的
か

つ
継
続
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
が
日
本
に
つ
い
て
指
摘
し
た
女
性
差
別
の
分
野
は
多
々
あ
る
が
、
本
稿
で
は
雇
用
に
お
け
る
差
別
撤
廃
（
条
約
一
一
条
）
を
取
り
上
げ
る
。
雇
用
を
通
じ

た
女
性
の
経
済
的
自
立
が
な
け
れ
ば
、
婚
姻
の
選
択
、
相
続
、
親
権
な
ど
、
女
性
が
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
、
非
正
規
雇
用
に
留
ま
る
女
性
や
、
離
婚
・
死
別
な
ど
で
家

計
の
主
た
る
担
い
手
が
一
人
の
女
性
は
経
済
的
に
不
安
定
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
は
条
約
の
批
准
要
件
と
し
て
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
を
制
定
し
た
（
正
確

に
は
勤
労
婦
人
福
祉
法
の
改
正
）
が
、
こ
れ
が
批
准
直
前
ま
で
困
難
を
き
わ
め
た
分
野
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る（

10
）。

二　

第
二
九
会
期
（
二
〇
〇
三
年
）

日
本
政
府
は
第
四
次
報
告（

11
）を

一
九
九
八
年
七
月
に
提
出
し
、第
五
次
報
告（

12
）を

二
〇
〇
二
年
九
月
に
提
出
し
た
。二
〇
〇
三
年
二
月
三
日
、会
期
前
作
業
部
会
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
一
時
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
四
名
の
委
員
と
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
に
属
す
五
団
体
一
三
名
が
出
席
し
、
日
本
の
女
性
の
状
況
が
説
明

さ
れ
、
委
員
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た（

13
）。

同
月
一
四
日
、
委
員
会
か
ら
日
本
政
府
に
対
し
て
課
題
リ
ス
ト
が
送
付
さ
れ
、
日
本
政
府
か
ら
の
回
答
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
委
員
会
へ
送
付
さ
れ
た（

14
）。

翌
五
月

一
六
日
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
（
原
文
英
語
）、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
マ
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
を
委
員
会
に
対
し
て
最
も
訴
え
た
い
一
項
目
に
要
約
し
た
も
の
。
原
文
英
語
）、
課

題
リ
ス
ト
に
対
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
回
答
（
原
文
英
語
）
が
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
提
出
さ
れ
た（

15
）。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
マ
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
で
は
、Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
に
所
属
す
る
「
均
等
待
遇
ア
ク
シ
ョ

ン
２
０
０
３
」
が
、
間
接
差
別
（
条
約
第
二
条
（
ｂ
）
関
連
）、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
お
け
る
間
接
差
別
明
記
の
必
要
性
（
条
約
第
一
一
条
第
一
項
）、
同
一
価
値
労
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働
同
一
賃
金
（
第
一
一
条
第
一
項
（
ｄ
））
の
導
入
を
訴
え
た（

16
）。

こ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
関
係
省
庁
（
内
閣
府
、
警
察
庁
、
法
務
省
、
外
務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労

働
省
）
と
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
に
会
合
し
、
課
題
リ
ス
ト
に
対
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
回
答
を
配
布
し
、
省
庁
に
質
問
し
て
文
書
に
よ
る
回
答
を
得
た（

17
）。

審
議
前
日
の
二
〇
〇
三
年
七
月
七
日
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
が
委
員
に
対
し
主
張
を
直
接
伝
え
る
た
め
、
国
連
本
部
内
の
会
議
場
で
「
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
」
を

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
が
開
催
し
た（

18
）。

昼
食
の
休
憩
時
間
を
利
用
し
た
こ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
か
ら
ト
ル
コ
出
身
の
ア
ジ
ャ
ル
委
員
長
（A

yse 

F
eride A

car

）、
韓
国
出
身
の
シ
ン
（H

eisoo S
h

in

）
副
委
員
長
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
で
日
本
報
告
担
当
者
の
ア
フ
マ
ド
委
員
（S

jam
siah

 A
ch

m
ad

）、
タ
ン
ザ
ニ

ア
出
身
で
全
体
報
告
担
当
者
の
カ
パ
ラ
タ
委
員（C

h
ristin

e K
apalata

）を
含
め
た
一
一
名
が
参
加
し
、Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
か
ら
一
六
団
体
五
七
名
が
参
加
し
た（

19
）。会

合
で
は「
ワ
ー

キ
ン
グ
・
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
「
均
等
待
遇
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
３
」
が
労
働
問
題
と
間
接
差
別
に
つ
い
て
発
言
し
た（

20
）。

ま
た
、
同
日
の
午
後
五
時
か
ら

一
時
間
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
行
事
と
し
て
非
公
式
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
が
国
連
本
部
第
二
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
持
ち
時
間
の
一
〇
分
で
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
女
性
や
雇
用
に
お
け
る
性
差
別
訴
訟
な
ど
に
つ
い
て
主
張
を
述
べ
た（

21
）。

翌
七
月
八
日
の
午
前
一
〇
時
、
日
本
報
告
の
審
議
が
始
ま
っ
た
。
冒
頭
、
政
府
首
席
代
表
で
内
閣
府
の
坂
東
眞
理
子
男
女
共
同
参
画
局
長
（
当
時
）
が
三
〇
分
間
演
説

し
た
。
坂
東
局
長
は
、
一
九
九
七
年
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
改
正
に
よ
り
、
募
集
・
採
用
か
ら
退
職
ま
で
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
女
性
に
対
す
る
差
別
的
な
取
り
扱

い
が
禁
止
規
定
に
な
っ
た
と
述
べ
た（

22
）。

ま
た
、
女
性
労
働
者
に
対
す
る
間
接
差
別
（
中
立
的
な
制
度
や
基
準
に
見
え
る
が
、
実
質
的
に
特
定
の
属
性
の
人
に
対
し
て
不
利

な
効
果
や
影
響
を
も
た
ら
す
差
別（

23
））

の
定
義
づ
く
り
の
た
め
研
究
会
を
二
〇
〇
二
年
に
開
始
し
た（

24
）こ

と
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
均
等
待
遇
、
二
〇
〇
一
年
の
育
児
介

護
休
業
法
改
正
に
よ
る
育
児
休
業
取
得
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
り
扱
い
の
禁
止
を
強
調
し
た（

25
）。

ド
イ
ツ
出
身
の
シ
ョ
ッ
プ
＝
シ
リ
ン
グ
委
員
（H

an
n

a B
eate 

S
ch

öpp-S
ch

illin
g

）
が
、
均
等
法
指
針
で
許
容
さ
れ
る
コ
ー
ス
別
管
理
制
度
が
間
接
差
別
に
な
る
と
指
摘
し
た（

26
）が

、
坂
東
局
長
は
、
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
で
男
女
差
別

の
な
い
取
り
扱
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
企
業
を
指
導
し
て
お
り
、
間
接
差
別
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
た
め
専
門
家
の
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
と
回
答
し
た（

27
）。

委
員
会
は
総
括
所
見
の
肯
定
的
側
面
と
し
て
、
一
九
九
四
年
以
来
、
日
本
政
府
が
男
女
間
の
平
等
促
進
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
と
評
価
し
た（

28
）。

と
く
に
、
一
九
九
九

年
六
月
の
男
女
共
同
参
画
基
本
法
制
定
と
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
策
定
を
挙
げ
た（

29
）。

ま
た
、
一
九
九
九
年
四
月
一
日
施
行
の
改
正
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
を
事
業
主
に
配
慮
義
務
と
し
、
二
〇
〇
一
年
改
正
の
育
児
・
介
護
休
業
法
が
育
児
休
業
の
取
得
を
理
由
と
し
た
不

利
益
取
り
扱
い
を
禁
止
し
た
こ
と
を
賞
賛
し
た（

30
）。

一
方
、
委
員
会
は
主
要
関
心
事
項
及
び
勧
告
と
し
て
、
女
性
差
別
（
直
接
差
別
・
間
接
差
別
）
の
定
義
を
国
内
法
に
取
り
入
れ
る
よ
う
勧
告
し
た（

31
）。

具
体
的
に
は
、「
家
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庭
や
社
会
に
お
け
る
男
女
の
役
割
と
責
任
に
関
し
、
根
深
く
、
硬
直
的
な
固
定
観
念
が
持
続
し
、
労
働
市
場
に
お
け
る
女
性
の
状
況
、
教
育
の
選
択
、
政
治
・
公
的
分
野

へ
の
参
画
の
低
さ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
引
き
続
き
懸
念
を
有
す
る（

32
）」と

表
明
し
た
。
さ
ら
に
、「
女
性
と
男
性
の
役
割
に
つ
い
て
の
従
来
の
役
割
分
担
意
識
に
基
づ

く
態
度
を
変
え
る
た
め
に
・
・
・
教
育
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
包
括
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
、
実
施
す
る
こ
と（

33
）」、「

締
約
国
が
調
査
や
世
論
調
査
を
性
別
の
み
な
ら
ず
、

年
齢
別
に
も
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
子
育
て
を
母
親
と
父
親
双
方
の
社
会
的
責
任
と
す
る
考
え
方
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
指
す
取
組
を
拡
大
す
る
こ
と
を
勧
告（

34
）」

し
た
。

雇
用
の
分
野
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
「
主
に
職
種
の
違
い
や
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
制
度
に
表
れ
る
よ
う
な
水
平
的
・
垂
直
的
な
雇
用
分
離
か
ら
生
じ
て
い
る
男
女

間
の
賃
金
格
差
の
存
在
、
及
び
雇
用
機
会
均
等
法
に
関
連
す
る
政
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
て
い
る
間
接
差
別
の
慣
行
と
影
響
に
つ
い
て
の
認
識
の
不
足
に
懸
念
を

有
す
る
。
委
員
会
は
、更
に
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
派
遣
労
働
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が
高
く
、彼
ら
の
賃
金
が
一
般
的
労
働
者
よ
り
低
い
こ
と
に
懸
念
を
有
す
る
。

委
員
会
は
、
主
に
女
性
が
直
面
し
て
い
る
個
人
・
家
庭
生
活
と
職
業
・
公
的
な
責
任
と
の
調
和
に
お
け
る
困
難
に
深
い
懸
念
を
有
す
る（

35
）」と

表
明
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｃ

Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
コ
ー
ス
別
管
理
制
度
を
間
接
差
別
と
明
確
に
指
摘
し
、
早
急
な
対
応
を
勧
告
し
た
。

三　

第
四
四
会
期
（
二
〇
〇
九
年
）

日
本
政
府
の
第
六
次
報
告
は
二
〇
〇
六
年
七
月
が
提
出
期
限
で
あ
っ
た
が
、
遅
れ
て
二
〇
〇
八
年
四
月
に
提
出
さ
れ
た（

36
）。

条
約
事
務
局
が
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
女
性
の

地
位
向
上
部
か
ら
在
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
に
代
わ
っ
た
た
め
、
二
〇
〇
八
年
一
月
の
第
四
〇
会
期
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
会
合
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た（

37
）。

同
年
一
一
月
一
〇
日
、
会
期
前
作
業
部
会
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
人
権
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
一
二
名
が
参
加
し
た（

38
）。

Ｊ
Ｎ

Ｎ
Ｃ
は
、
雇
用
に
つ
い
て
機
会
均
等
確
保
対
策
の
推
進
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
、
同
一
価
値
労
働
に
つ
い
て
発
言
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
委
員
は
、
女
性
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

仕
事
に
就
く
の
は
家
事
や
家
庭
責
任
が
理
由
な
の
か
と
の
質
問
が
出
さ
れ
た（

39
）。

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
か
ら
日
本
政
府
に
対
し
三
〇
の
質
問
が
送
付
さ
れ
た
が
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
質
問
リ
ス
ト
を
和
訳
し
、
質
問
リ
ス
ト
に
な
か
っ
た
六
の
質
問
を
加
え
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ

回
答
書
を
作
成
し
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
に
送
付
し
た（

40
）。

ま
た
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
に
参
加
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
報
告
書
を
一
つ
に
ま
と
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
と
し
て

二
〇
〇
九
年
六
月
に
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
メ
ー
ル
で
提
出
し
た（

41
）。

雇
用
に
つ
い
て
は
、同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
を
労
働
基
準
法
に
定
め
る
こ
と
（
条
約
第
一
一
条
第
一
項
（
ｄ
）
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関
連
）、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
指
針
が
認
め
る
「
雇
用
管
理
区
分
」
は
、「
職
種
、
雇
用
形
態
の
名
の
も
と
に
、
低
い
賃
金
、
昇
進
で
き
に
く
い
分
野
に
女
性
を
集
中

さ
せ
る
間
接
差
別
で
あ
り
、
日
本
の
男
女
平
等
を
阻
害
す
る
源
で
あ
る（

42
）」

と
明
記
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
第
四
四
会
期
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
か
ら
総
勢
八
四
名
が
参
加
し
た
。
初
日
の
二
〇
〇
九
年
七
月
二
〇
日
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ

は
非
公
式
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
、
均
等
法
指
針
に
あ
る
「
雇
用
管
理
区
分
」
の
文
言
を
削
除
し
、
労
働
基
準
法
に
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
原
則
を
入
れ

る
勧
告
を
求
め
た（

43
）。

前
年
秋
に
発
生
し
た
世
界
金
融
危
機
に
よ
り
、
日
本
で
は
妊
娠
・
出
産
を
理
由
と
す
る
女
性
労
働
者
へ
の
不
利
益
取
り
扱
い
が
急
増
し
て
い
た（

44
）。

こ
の
会
期
か
ら
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
審
議
が
二
回
目
以
降
と
な
る
政
府
報
告
を
二
つ
の
チ
ェ
ン
バ
ー
に
分
け
、
締
約
国
報
告
を
半
数
ず
つ
の
委
員
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
日
本
の
審
議
前
日
の
七
月
二
二
日
に
開
か
れ
た
ラ
ン
チ
（
タ
イ
ム
）・
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
に
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
八
四
名
が
、
日
本
報
告
を
審
議
す
る
チ
ェ
ン
バ
ー
Ｂ
の

一
一
名
中
一
〇
名
（
中
国
出
身
で
、
日
本
報
告
担
当
者
の
ゾ
ウ
委
員
（Z

ou
 Z

iaoqaio

）
を
含
む
）
が
、
チ
ェ
ン
バ
ー
Ａ
か
ら
三
名
（
委
員
長
で
エ
ジ
プ
ト
出
身
の
ガ
ブ

ル
（N

aéla M
oh

am
ed G

abr

）
を
含
む
）
が
参
加
し
た（

45
）。

委
員
か
ら
は
、
均
等
法
違
反
に
対
す
る
罰
則
、
雇
用
管
理
区
分
、
有
期
契
約
雇
用
者
、
非
正
規
雇
用
者
へ
の

間
接
差
別
に
関
す
る
具
体
例
が
質
問
さ
れ
た（

46
）。

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
均
等
法
の
罰
則
は
企
業
名
の
公
表
の
み
で
、
今
ま
で
公
表
さ
れ
た
例
は
な
く
、
コ
ー
ス
別
管
理
制
度
が
男

女
格
差
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
労
働
者
の
五
四
％
が
非
正
規
雇
用
で
、
そ
の
う
ち
八
〇
％
が
有
期
雇
用
で
あ
る
と
答
え
た（

47
）。

翌
日
の
第
六
次
報
告
審
議
で
は
、
日
本
政
府
首
席
代
表
を
元
法
務
大
臣
の
南
野
知
惠
子
（
の
う
の
・
ち
え
こ
）
参
議
院
議
員
が
務
め
た
。
冒
頭
、
首
席
代
表
は
男
女
共

同
参
画
の
歩
み
が
遅
い
こ
と
を
率
直
に
認
め
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
男
女
の
固
定
的
役
割
分
担
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
困
難
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
機
会
が

少
な
い
こ
と
を
挙
げ
た（

48
）。

雇
用
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
六
年
の
均
等
法
改
正
で
間
接
差
別
の
禁
止
規
定
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
、
職
場
に
残
る
固
定
的
な
男
女
の
役
割
分
担
意

識
に
よ
る
男
女
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
、
女
性
の
非
正
規
雇
用
が
増
加
す
る
中
、
二
〇
〇
八
年
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
を
改
正
し
た
こ
と
、
育
児
・
介
護
休
業
の
遵
守

と
休
業
期
間
の
延
長
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
な
ど
を
強
調
し
た（

49
）。

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
か
ら
、
均
等
法
指
針
の
間
接
差
別
の
三
事
例
は
か
え
っ
て
制
限
的
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
出
さ
れ
た（

50
）。

こ
れ
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
は
、
均
等
法
に
間
接

差
別
の
規
定
を
設
け
た（

51
）の

は
二
〇
〇
三
年
の
総
括
所
見
を
受
け
た
も
の
で
、
間
接
差
別
に
関
す
る
判
例
が
存
在
し
な
い
日
本（

52
）で

は
何
を
違
法
に
す
べ
き
か
社
会
的
合
意
が

十
分
に
形
成
さ
れ
て
い
な
い
、
と
答
え
た（

53
）。

委
員
長
は
、
日
本
が
条
約
を
批
准
し
、
偏
見
や
慣
習
の
廃
止
に
向
け
て
社
会
的
・
文
化
的
な
行
動
様
式
を
是
正
し
て
い
く
義

務
を
承
諾
し
た
の
に
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
取
組
は
社
会
的
・
文
化
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
と
強
く
批
判
し
た（

54
）。

二
〇
〇
九
年
八
月
一
八
日
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
総
括
所
見
の
主
要
な
懸
念
事
項
及
び
勧
告
と
し
て
、
前
回
の
総
括
所
見
に
書
か
れ
た
主
要
な
懸
念
事
項
や
勧
告
へ
の
取
組
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が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
遺
憾
と
し
た（

55
）。

ま
た
、
今
回
の
総
括
所
見
に
書
か
れ
た
懸
念
事
項
と
前
回
勧
告
で
未
実
施
の
も
の
に
全
力
で
取
り
組
む
よ
う
、
そ
し
て
、
そ

の
状
況
を
次
回
報
告
に
含
む
よ
う
、
強
く
勧
告
し
た（

56
）。

雇
用
で
は
、
均
等
法
指
針
の
認
め
る
雇
用
管
理
区
分
が
女
性
差
別
の
制
度
に
な
り
う
る
こ
と
、
非
正
規
雇
用
に
は

圧
倒
的
に
女
性
が
多
い
こ
と
、
妊
娠
・
出
産
に
伴
う
女
性
の
違
法
解
雇
に
対
し
て
懸
念
を
有
す
る
こ
と
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
制

裁
は
企
業
名
の
公
表
以
外
に
な
い
こ
と
を
懸
念
事
項
と
し
て
取
り
あ
げ
た（

57
）。

家
庭
と
職
業
生
活
の
調
和
を
と
る
政
府
の
努
力
は
歓
迎
す
る
が
、
女
性
が
未
だ
に
家
庭
責
任

の
ほ
と
ん
ど
負
っ
て
お
り
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
が
低
い
こ
と
も
原
因
と
指
摘
し
た（

58
）。

一
方
、日
本
政
府
は
前
回
審
議
以
降
に
行
っ
た
自
身
の
取
組
を
評
価
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
リ
ス
ト
に
対
す
る
回
答
で
、日
本
政
府
は
、

男
女
間
賃
金
格
差
が
二
〇
〇
六
年
の
六
五
・
九
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
六
六
・
九
に
な
り
、
長
期
的
に
縮
小
傾
向
に
あ
り（

59
）、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
が
二
〇
〇
四
年
〇
・

五
六
％
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
一
・
五
六
％
に
上
が
っ
た（

60
）と

記
述
し
て
い
る
。
し
か
し
、
男
女
間
賃
金
格
差
は
わ
ず
か
一
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
で
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率

は
二
％
未
満
に
過
ぎ
な
い
。
一
九
九
一
年
に
育
児
休
業
法
（
当
時
）
が
制
定（

61
）さ

れ
た
後
も
、「
育
児
は
女
性
が
す
べ
き
」
と
の
意
識
が
根
強
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
間
接

差
別
の
定
義
は
二
〇
〇
三
年
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
勧
告
ど
お
り
均
等
法
指
針
に
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
の
男
女
共
同
参
画
政
策
研
究
会
最
終
報
告
書
が
示
し
た
七
の

事
例
を
三
に
減
ら
し
て
い
た
。
総
じ
て
、
二
〇
〇
九
年
の
日
本
政
府
報
告
審
議
で
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
大
き
な
不
満
を
感
じ
て
い
た（

62
）。

明
ら
か
に
進
歩
し
た
の
は
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の

ロ
ビ
イ
ン
グ
活
動
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
、
組
織
的
な
行
動
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
時
間
管
理
が
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
賞
賛
さ
れ
た（

63
）。

四　

第
六
三
会
期
（
二
〇
一
六
年
）

二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
と
、
日
本
の
女
性
労
働
者
の
問
題
は
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
以
外
か
ら
も
国
際
的
な
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
二
〇
一
二
年
一
〇
月
、
国
際

通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
研
究
者
二
名
が
共
著
で
「
女
性
は
日
本
を
救
え
る
か
？
」
と
題
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
発
表
し
た（

64
）。

こ
の
論
文
は
、
日
本
の
女
性
が
正

規
雇
用
か
ら
退
職
す
る
主
な
理
由
は
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
制
度
と
出
産
で
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
政
策
の
必
要
性
を
説
い
た
。
同
月
一
七
日
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
専
務
理
事
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ラ
ガ
ル
ド
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
の
番
組
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
の
七
五
分
拡
大
版
「
女
性
が
日
本
を
救
う（

65
）」

に
出
演
し
、
出
産
後
の

女
性
の
雇
用
と
そ
の
支
援
策
を
奨
励
し
た
。

そ
れ
に
連
れ
て
、
条
約
一
一
条
の
問
題
に
関
す
る
日
本
政
府
の
関
心
は
、
雇
用
に
お
け
る
女
性
差
別
の
撤
廃
か
ら
、
女
性
労
働
者
の
活
用
と
い
う
側
面
が
顕
著
に
な
っ
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て
い
っ
た
。
二
〇
一
四
年
九
月
に
国
連
へ
提
出
し
た
日
本
の
第
七
・
八
次
報
告
の
総
論
で
、
政
府
は
「
女
性
の
力
の
活
用
や
社
会
参
画
の
促
進
が
日
本
の
強
い
経
済
を
取
り

戻
す
た
め
に
不
可
欠
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
全
て
の
女
性
が
そ
の
生
き
方
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
輝
け
る
よ
う
な
国
づ
く
り
を
目
指
す
と
の
方
針
の
下
、
二
〇
一
三
年

二
月
か
ら
、（
中
略
）
成
長
戦
略
に
盛
り
込
む
べ
き
具
体
策
の
取
り
ま
と
め
を
進
め
た
」（
下
線
は
筆
者
加
筆
）
と
記
述
し
た（

66
）。

二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
日
、
政
府
は
閣
議

決
定
で
「
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
本
部
」
を
内
閣
に
設
置
し（

67
）、一

週
間
後
に
「
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
発
表
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、

「
我
が
国
最
大
の
潜
在
力
で
あ
る
『
女
性
の
力
』」
を
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め
、
女
性
の
視
点
か
ら
見
た
六
つ
の
課
題
、
す
な
わ
ち
①
安
心
し
て
で
き
る
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
・
介
護
、
②
職
場
で
の
活
躍
、
③
地
域
で
の
活
躍
と
起
業
、
④
健
康
で
安
定
し
た
生
活
、
⑤
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
、
⑥
人
や
情
報
と
の
つ
な
が
り
」
が
掲
げ
ら

れ
た（

68
）。

折
し
も
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
三
日
に
は
最
高
裁
判
所
で
、
妊
娠
中
の
軽
易
業
務
へ
の
転
換
を
契
機
と
し
て
降
格
処
分
を
行
っ
た
こ
と
が
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
第
九
条
第
三
項
に
違
法
す
る
と
、
二
審
に
差
し
戻
す
判
決
が
出
さ
れ
た（

69
）。

二
〇
一
六
年
の
日
本
政
府
報
告
審
議
に
至
る
流
れ
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た（

70
）。

二
〇
一
四
年
九
月
、 

第
七
・
八
次
日
本
政
府
報
告
が
国
連
事
務
局
に
提
出
さ
れ
、
翌

年
七
月
二
七
日
に
会
期
前
作
業
部
会
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
た
。
二
〇
一
五
年
七
月
三
〇
日
に
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
が
課
題
リ
ス
ト
を
公
表
し
、
雇
用
の
面
で
は
、
長

時
間
労
働
是
正
、
子
育
て
な
ど
社
会
的
基
盤
の
整
備
、
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
法
規
定
整
備
と
、
男
女
の
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
確
保
の
措
置
な
ど
が
尋
ね
ら

れ
て
い
た（

71
）。

二
〇
一
六
年
一
月
二
九
日
、
日
本
政
府
が
課
題
リ
ス
ト
に
対
す
る
回
答
を
委
員
会
へ
送
付
し
、
雇
用
に
関
す
る
質
問
の
回
答
と
し
て
女
性
活
躍
推
進
法
の
成

立
を
取
り
組
み
例
に
挙
げ
た（

72
）。

同
日
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
レ
ポ
ー
ト
を
送
付
し
、
詳
細
に
女
性
労
働
者
差
別
の
現
状
を
説
明
し
た（

73
）。

こ
の
報
告
書
で
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
で
あ
る
慰
安
婦
問
題
と
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
女
性
に
対
す
る
複
合
差
別
が
と
く
に
注
目
さ
れ
て
い
た
。

審
議
前
日
の
一
五
日
午
後
一
時
一
五
分
か
ら
一
時
間
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ラ
ン
チ
（
タ
イ
ム
）・
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
が
パ
レ
・
デ
・
ナ
シ
オ
ン
内
の
会
議
室
で
行
わ
れ
、

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
委
員
一
二
名
（
日
本
報
告
担
当
の
ゾ
ウ
委
員
を
含
む
）、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
八
二
名
、
国
連
職
員
な
ど
が
参
加
し
た（

74
）。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
、
雇
用
、
障
が

い
の
あ
る
女
性
に
つ
い
て
現
状
を
説
明
し
た
が
、
レ
バ
ノ
ン
出
身
の
ハ
イ
ダ
ー
委
員
（N

ah
la H

aidar

）
は
、「
雇
用
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
対
話
に
お
い
て
可
能
な
も

の
は
全
て
勧
告
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
現
状
に
目
を
向
け
る
と
、
あ
る
種
停
滞
が
あ
る
よ
う
だ
」
と
発
言
し
た（

75
）。

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
、
後
に
書
面
で
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
が
日
本
政
府

に
対
し
て
差
別
禁
止
法
制
定
の
勧
告
を
す
る
よ
う
要
請
し
た（

76
）。

非
公
式
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
は
同
日
午
後
三
時
か
ら
九
〇
分
間
、
パ
レ
・
デ
・
ナ
シ
オ
ン
で
行
わ
れ
、
日
本
か
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
参
加
者
は
八
〇
名
を
超
え
た（

77
）。

Ｊ
Ｎ

Ｎ
Ｃ
は
、
女
性
労
働
者
の
約
六
割
が
非
正
規
雇
用
で
あ
り
、
二
〇
一
六
年
四
月
施
行
の
「
女
性
活
躍
推
進
法
」
に
は
非
正
規
で
働
く
女
性
へ
の
対
策
が
な
く
、
正
規
と
非
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正
規
雇
用
の
賃
金
や
労
働
条
件
の
格
差
は
縮
小
し
て
い
な
い
と
述
べ
た（

78
）。

ま
た
、「
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
の
変
革
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
進
め
る
た
め
の
教
育
が

重
要
で
あ
る
」
と
強
調
し
た（

79
）。

翌
日
、
二
〇
一
六
年
二
月
一
六
日
、
第
五
回
日
本
政
府
報
告
審
議
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
政
府
代
表
団
は
首
席
代
表
の
杉
山
晋
輔
外
務
審
議
官
（
当
時
）
ら
計
二
八
名

で
あ
っ
た（

80
）。

質
疑
応
答
で
ゾ
ウ
委
員
は
、
二
〇
〇
九
年
に
勧
告
さ
れ
た
条
約
第
一
条
の
差
別
の
定
義
が
国
内
法
に
取
り
入
れ
な
か
っ
た
理
由
を
尋
ね
た（

81
）。

内
閣
府
の
武
川

恵
子
男
女
共
同
参
画
局
長
（
当
時
）
は
、
日
本
国
憲
法
で
は
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
関
係
に
お
い
て
性
別
に
基
づ
く
差
別
を
明
確
に
定
義
し
て
お
り
、
憲
法
九
八
条

二
項
で
条
約
の
誠
実
な
遵
守
を
規
定
し
、
男
女
共
同
参
画
基
本
法
が
男
女
の
性
別
に
基
づ
く
差
別
的
な
取
扱
い
を
禁
止
し
て
い
る
と
答
え
た（

82
）。

ゾ
ウ
委
員
が
追
加
質
問
で
、

憲
法
と
国
内
法
に
女
性
に
対
す
る
差
別
、
直
接
差
別
、
間
接
差
別
の
定
義
が
な
い
と
指
摘
し
た（

83
）が

、
武
川
局
長
は
、
条
約
第
一
条
の
定
義
、
直
接
差
別
と
間
接
差
別
の
定

義
は
「
条
約
を
十
分
に
踏
ま
え
つ
つ
、
直
接
差
別
の
意
図
が
な
く
て
も
、
差
別
的
取
扱
い
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
定
義
の
中
に
含
め
た
と
考
え
て
い
る
」
と
答
え
た（

84
）。

雇
用
に
関
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
出
身
の
ブ
ル
ー
ン
委
員
（N
iklas B

ru
n

n

）
か
ら
、
日
本
の
女
性
の
賃
金
は
男
性
の
四
割
か
ら
五
割
と
格
差
が
大
き
く
、
国
際
労
働
機

関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
第
一
〇
〇
号
条
約（

85
）に

沿
っ
た
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
、
明
確
な
差
別
禁
止
法
制
度
が
必
要
で
あ
る
、
不
安
定
な
非
正
規
雇
用

に
多
く
の
女
性
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
一
一
一
号
条
約（

86
）を

批
准
し
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
禁
止
す
べ
き
、
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た（

87
）。

ハ
イ
ダ
ー
委
員
は
、
ア
イ
ヌ
女
性
、
部
落
出
身
の
女
性
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
女
性
、
沖
縄
そ
の
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
に
対
す
る
懸
念
を
表
明
し
、
包
括
的
な
差
別

禁
止
法
を
制
定
す
る
意
思
が
あ
る
か
等
の
質
問
を
し
た（

88
）。

こ
れ
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
は
、
女
性
の
平
均
賃
金
は
男
性
の
七
割
強
で
あ
り
、
男
女
同
一
賃
金
を
定
め
た
労

働
基
準
法
第
四
条
が
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
一
一
一
号
条
約
を
担
保
し
て
い
る
と
答
え
た（

89
）。

ま
た
、
二
〇
一
六
年
四
月
施
行
の
女
性
活
躍
推
進
法
が
女
性
の
積
極
登
用
を
推
し
進
め
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
義
務
付
け
て
お
り
、
男
女
の
勤
続
年
数
と
職
階
の
差
が
解
消
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
男
女
賃
金
格
差
も
解
消
に
向
か
う
で
あ
ろ
う
と
答
え
た（

90
）。

さ
ら
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
罰
金
等
の
制
裁
措
置
を
強
化
す
る
よ
り
、
助
言
・
指
導
・
勧
告
の
行
政
指
導
に
よ
り
改
善
を
促
す
こ
と
が
有
効
で
、

二
〇
一
四
年
度
の
是
正
指
導
で
九
割
が
改
善
し
た
と
答
え
た（

91
）。

二
〇
一
六
年
三
月
七
日
、
総
括
所
見
が
発
表
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
女
性
を
差
別
か
ら
確
実
に
保
護
す
る
た
め
、
二
〇
〇
九
年
の
総
括
所
見
で
勧
告
し
た（

92
）よ

う
に
、

女
性
差
別
の
定
義
を
国
内
法
に
取
り
入
れ
、次
回
報
告
に
進
捗
状
況
を
含
め
る
よ
う
要
請
し
た（

93
）。

雇
用
に
つ
い
て
は
、女
性
活
躍
推
進
法
の
成
立
を
歓
迎
し
た（

94
）一

方
、同
法
、

労
働
基
準
法
な
ど
、
女
性
関
係
の
法
適
用
を
強
化
す
る
よ
う
に
勧
告
し
た（

95
）。

ほ
か
に
は
非
正
規
雇
用
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
女
性
、
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
強
化
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
罰
則
な
ど
が
勧
告
さ
れ
た（

96
）。
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五　

お
わ
り
に

本
稿
は
冒
頭
で
、
日
本
の
女
性
差
別
撤
廃
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
問
い
か
け
た
。
そ
し
て
、
委
員
会
の
審
議
時
間
、
委
員
会
の
問
題
に
対
す
る
理
解
度
、
日
本
政

府
の
問
題
意
識
、
日
本
政
府
が
導
入
し
た
政
策
の
効
果
、
日
本
政
府
の
女
性
差
別
撤
廃
を
達
成
す
る
意
思
を
意
識
し
つ
つ
、
過
去
三
回
の
日
本
報
告
審
議
の
過
程
を
、
条

約
第
一
一
条
の
雇
用
に
関
す
る
差
別
撤
廃
に
つ
い
て
振
り
返
っ
た
。

結
論
と
し
て
、
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
は
審
議
時
間
・
問
題
の
理
解
度
と
も
に
十
分
で
あ
っ
た
。
委
員
た
ち
は
年
三
回
の
会
合
を
開
き
、
一
会
期
に
三
週
間
を
費
や
し

て
い
る
。
政
府
報
告
は
委
員
会
審
議
の
約
二
年
前
に
提
出
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
読
ん
だ
委
員
会
が
課
題
リ
ス
ト
を
締
約
国
政
府
に
送
付
し
、
回
答
が
事
前
に
当
該
締
約

国
政
府
か
ら
送
付
さ
れ
る
。
一
カ
国
の
審
議
は
会
期
中
の
一
日
（
約
五
時
間
）
だ
が
、審
議
前
の
締
約
国
政
府
と
委
員
会
の
や
り
と
り
で
十
分
に
補
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
審
議
の
一
年
前
に
開
か
れ
る
会
期
前
作
業
部
会
で
日
本
の
き
め
細
や
か
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん

で
い
た
。
審
議
前
日
に
は
非
公
式
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
懸
念
や
要
望
は
委
員
か
ら
政
府
へ
の
質
問
と
な
り
、総
括
所
見
に
勧
告
と
し
て
記
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
問
題
の
所
在
を
深
く
理
解
し
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に
審
議
に
反
映
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
日
本
政
府
の
問
題
意
識
と
政
策
の
実
行
力
、
及
び
問
題
解
決
の
意
思
は
ど
う
か
。
一
九
八
五
年
に
成
立
し
た
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
は
一
九
九
七
年
と

二
〇
〇
六
年
に
二
度
改
正
さ
れ
、男
女
双
方
に
対
す
る
差
別
を
禁
じ
る
法
律
へ
と
発
展
し
た
。
し
か
し
、間
接
差
別
の
根
源
と
指
摘
さ
れ
た
コ
ー
ス
別
管
理
制
度
は
継
続
し
、

委
員
会
が
何
度
も
求
め
た
間
接
差
別
の
定
義
は
、
二
〇
〇
七
年
施
行
の
改
正
均
等
法
の
指
針
で
三
つ
の
事
例
を
示
す
に
留
ま
っ
た
。
一
九
九
九
年
施
行
の
改
正
均
等
法
で

事
業
主
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
と
解
決
義
務
が
規
定
さ
れ
た
が
、
罰
則
は
な
く
、
厚
生
労
働
省
は
こ
れ
か
ら
も
行
政
指
導
で
解
決
す
る
と
し
た
。

日
本
政
府
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
で
の
報
告
審
議
後
に
何
も
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
長
時
間
労
働
を
削
減
し
、
男
女
の
家
庭
責
任
の
共
有
を
推
進
す
る
た
め
、

二
〇
〇
七
年
一
二
月
に
内
閣
府
が
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
」
及
び
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
行
動
指
針
」
を
策
定
し（

97
）、

二
〇
〇
八
年
一
月
に
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
室
」
が
「
カ
エ
ル
！
ジ
ャ
パ
ン
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
男
性
の
子
育
て
参
加
や
育
児
休
業
取
得
を

促
進
し
た
。
二
〇
一
〇
年
六
月
、
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
が
男
性
の
子
育
て
参
画
を
奨
励
す
る
「
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
た（

98
）。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
啓
発
活
動
に
は
強
制
力
が
な
く
、
政
府
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
企
業
は
限
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
一
六
年
五
月
二
〇
日
、「
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針
２
０
１
６
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
非
正
規
雇
用
の
女
性
の
待
遇
改
善
、
長
時
間
労
働
の
削
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減
、
育
児
・
介
護
休
業
等
の
取
得
促
進
（
男
性
を
含
む
）、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
を
理
由
と
す
る
職
場
で
の
不
利
益
な
取
扱
を
意
味
す
る
マ
タ
ニ
テ
ィ

－

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防
止
に
向
け
て
、
非
正
規
雇
用
の
女
性
の
待
遇
改
善
、
長
時
間
労
働
の
削
減
、
育
児
・
介
護
休
業
等
の
取
得
促
進
（
男
性
を
含
む
）、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
を
理
由
と
す

る
職
場
で
の
不
利
益
な
取
扱
を
意
味
す
る
マ
タ
ニ
テ
ィ

－

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
向
け
て
、
事
業
主
の
措
置
の
義
務
づ
け
を
含
ん
だ
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正

（
二
〇
一
六
年
三
月
成
立
、
二
〇
一
七
年
一
月
施
行
）
が
強
調
さ
れ
た（

99
）。

一
方
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
中
で
、
五
〇
一
人
以
上
の
企
業
に
勤
め
、
週
二
〇
時
間
以
上
働
く
者
の
う
ち
、
社
会
保
険
料
を
負
担
す

る
年
収
が
一
三
〇
万
円
以
上
か
ら
一
〇
六
万
円
以
上
に
変
更
さ
れ
た（

100
）。

待
機
児
童
が
解
消
さ
れ
な
い
中
、
幼
い
子
ど
も
を
持
つ
女
性
の
多
く
は
、
配
偶
者
控
除
の
上
限
で

あ
る
「
年
収
一
〇
三
万
円
の
壁
」
以
内
に
留
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
首
相
官
邸
の
「
働
き
方
改
革
実
現
会
議（

101
）」

は
、
政
府
は
残
業
時
間
を
年
間
七
二
〇
時
間
（
繁

忙
期
を
含
む
）、
月
平
均
六
〇
時
間
、
繁
忙
期
は
月
最
大
一
〇
〇
時
間
、
二
ヶ
月
の
月
平
均
を
八
〇
時
間
に
制
限
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
た（

102
）。

こ
れ
で
は

現
在
の
過
労
死
ラ
イ
ン
（
月
八
〇
時
間
）
の
残
業
時
間
を
大
幅
に
超
え
て
お
り
、
家
庭
責
任
を
男
女
が
共
有
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

結
論
と
し
て
、
日
本
政
府
は
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
指
摘
を
十
分
理
解
し
、
自
国
の
問
題
点
を
認
識
し
て
い
る
が
、
女
性
差
別
撤
廃
の
前
提
で
あ
る
家
庭
責
任
の
男
女
共
有
を

実
現
す
る
意
思
は
乏
し
い
。
間
接
差
別
の
定
義
は
三
つ
の
例
示
に
留
ま
り
、
長
時
間
労
働
の
問
題
は
解
消
す
る
ど
こ
ろ
か
、
政
府
自
ら
悪
化
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
。
こ

れ
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
勧
告
は
、「
勧
告
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
。
主
権
国

家
を
前
提
と
し
た
条
約
の
国
内
実
施
の
限
界
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

過
去
三
回
の
審
議
で
得
ら
れ
た
最
大
の
成
果
は
、
二
〇
〇
二
年
の
「
日
本
女
性
差
別
撤
廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
）
の
誕
生
と
そ
の
活
躍
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
は
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
効
果
的
な
審
議
を
支
え
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
関
心
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
て
、
日
本
政
府
の
審
議
概
要
に
も
記
述
さ
れ
た（

103
）ほ

ど

で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
本
稿
で
は
、
日
本
で
性
別
役
割
分
担
が
強
固
に
維
持
さ
れ
る
理
由
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
根
源
を
探
る
に
は
、
歴
史
学（

104
）、

法
学（

105
）、

社

会
学（

106
）、

経
済
学（

107
）、

人
事
管
理（

108
）、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（

109
）、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（

110
）な

ど
、
様
々
な
分
野
か
ら
多
角
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
十
数
年
で
、
女
性
労
働
に
関
す
る
研
究
が
豊
富
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
条
約
の
国
内
実
施
を
促
進
す
る
た
め
、
国
際
人
権
法
の
研
究
者
も
こ
れ
ら
の
成
果
を
積
極
的
に

用
い
、
異
分
野
の
研
究
者
と
共
同
研
究
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
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①
は
、
男
性
労
働
力
に
対
す
る
女
性
労

働
力
参
加
の
割
合
、
類
似
す
る
仕
事
に
お
け
る
女
性
と
男
性
の
賃
金
平
等
、
女
性
議
員
、
女
性
高
官
、
女
性
幹
部
の
男
性
に
対
す
る
割
合
、
お
よ
び
女
性
の
専
門
的
お
よ
び
技
術
的
労
働
者
の
男
性

に
対
す
る
割
合
を
変
数
と
す
る
。W

orld E
con

om
ic F

oru
m

, “M
easu

rin
g th

e global gen
der gap, ” h

ttp://reports.w
eforu

m
.org/global-gen

der-gap-report-2016/m
easu

rin
g-th

e-

global-gen
der-gap/, accessed 16 Jan

u
ary 2017.

（
7
）W

orld E
con

om
ic F

oru
m

, T
h

e G
lobal G

en
d

er G
ap R

eport 2014, p.17, h
ttp://w

w
w
3.w

eforu
m

.org/docs/G
G

G
R
14/G

G
G

R
_C

om
pleteR

eport_2014.pdf, accessed 16 
Jan

u
ary 2017.

（
8
）W

orld E
con

om
ic F

oru
m

, T
h

e G
lobal G

en
d

er G
ap R

eport 2015, p.17, h
ttp://w

w
w
3.w

eforu
m

.org/docs/G
G

G
R2015/cover.pdf, accessed 16 Jan

u
ary 2017.

（
9
）W

orld E
con

om
ic F

oru
m

, C
ou

n
try P

rofiles Japan
, h

ttp://reports.w
eforu

m
.org/global-gen

der-gap-report-2016/econ
om

ies/#econ
om

y=JP
N

, accessed 16 Jan
u

ary 2017.

（
10
）
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定
過
程
は
、
労
働
省
婦
人
少
年
局
（
当
時
）
の
局
長
を
務
め
た
赤
松
良
子
の
『
均
等
法
を
つ
く
る
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）、
と
く
に
、「
第
四
章　

鬼
の
根
回

し　

一
九
八
三
年
夏
」
お
よ
び
「
第
五
章　

審
議
会
で
の
審
議　

一
九
八
三
年
秋

－

一
九
八
四
年
春
」
を
参
照
。

（
11
）C

E
D

A
W

, “F
ou

rth
 P

eriodic R
eports of S

tate P
arties, Japan

, ” U
N

 D
ocu

m
en

t, C
E

D
A

W
/C

/JP
N

/4, 28 A
u

gu
st 1998.

（
12
）C

E
D

A
W

, “F
ifth

 P
eriodic R

eport of S
tate P

arties, Japan
, ” U

N
 D

ocu
m

en
t, C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/5, 13 S

eptem
ber 2002.

（
13
）
赤
松
良
子
・
山
下
泰
子
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、
日
本
女
性
差
別
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条
約
Ｎ
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Ｏ
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ッ
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別
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条
約
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Ｎ
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Ｏ
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政
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石
書
店
、
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〇
〇
三
年
）
四
七-

四
八
頁
。
雇
用
関
連
で
は
、
日
本
の
女
性
の
貧
困
、
移
住
労
働
者
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
法
的
救
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が
委
員
か
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質
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さ
れ
た
。
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八
頁
。

（
14
）
同
上
、
四
三
頁
。

（
15
）
同
上
、
四
三-

四
四
頁
。

（
16
）
同
上
、
五
二
頁
。

（
17
）
同
上
、
四
五
頁
。
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（
18
）
同
上
、
九
一
、一
九
二
頁
。

（
19
）
同
上
、
四
七-

四
八
頁
。

（
20
）
同
上
、
九
二
頁
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
全
体
の
概
要
は
、
田
中
恭
子
「
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
報
告
」『
国
際
女
性
』

No.
一
七
（
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）
二
〇
五-

二
〇
七
頁
を
参
照
。

（
21
）
詳
細
は
、
近
江
美
保
「
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
非
公
式
会
合
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
」、
同
上
、
二
〇
八-

二
〇
九
頁
を
参
照
。

（
22
）
赤
松
・
山
下
、
前
掲
書
、
一
〇
六
頁
。

（
23
）
浅
倉
む
つ
子
、『
雇
用
差
別
禁
止
法
性
の
展
望
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
六
八
頁
。

（
24
）
厚
生
労
働
省
が
学
識
経
験
者
を
参
集
し
て
設
置
し
た
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
政
策
研
究
会
」（
座
長
：
奥
村
明
良
・
成
城
大
学
法
学
部
教
授
）
は
計
一
五
回
会
合
し
、
①
男
女
双
方
に
対
す
る
差
別

の
禁
止
、
②
妊
娠
、
出
産
等
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
り
扱
い
の
禁
止
、
③
間
接
差
別
の
禁
止
、
④
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
効
果
的
推
進
方
策
と
い
う
四
課
題
を
検
討
し
て
、
二
〇
〇
四
年

六
月
二
二
日
に
報
告
書
を
提
出
し
た
。
厚
生
労
働
省
「『
男
女
雇
用
機
会
均
等
政
策
研
究
会
』
報
告
書
に
つ
い
て
」
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
六
月
二
二
日
、h

ttp://w
w

w
.n

h
lw

.go.jp/

h
ou

dou
/2004/06/h0622-1.h

tm
l

、
二
〇
一
七
年
一
月
二
九
日
ア
ク
セ
ス
。

（
25
）
赤
松
・
山
下
、
前
掲
書
、
一
〇
六-
一
〇
八
頁
。

（
26
）
大
石
由
紀
（
テ
ー
プ
起
こ
し
・
翻
訳
）「
第
29
会
期
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会　

第
4
・
5
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議　

全
記
録
」『
国
際
女
性
』

No.
一
七
（
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）
一
七
六
頁
。

（
27
）
同
上
、
一
七
九
頁
。

（
28
）U

n
ited N

ation
s G

en
eral A

ssem
bly, “C

on
sideration

 of reports of S
tates parties, ” in

 th
e “R

eport of th
e C

om
m

ittee on
 th

e E
lim

in
ation

 of D
iscrim

in
ation

 again
st 

W
om

en
 on

 its tw
en

ty-n
in

th
 session

, ” U
N

 D
ocu

m
en

t, A
/58/38, paras. 337 -378.

（
29
）Ibid., para.351.

（
30
）Ibid., para.352.

（
31
）Ibid., para.358.

（
32
）
和
訳
の
出
典
は
、内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
「
条
約
第
18
条
に
基
づ
く
締
約
国
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
報
告
の
審
議
（
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
第
29
回
会
期
報
告
（A

/58/38

）
関
連
部
分
）」（
仮
訳
）、

第
三
五
九
段
落
。

（
33
）
同
上
、
第
三
六
〇
段
落
。

（
34
）
同
上
。

（
35
）
同
上
、para.369. 

（
36
）
山
下
泰
子
「
第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」『
国
際
女
性
』

No.
二
三
（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）
九
七
頁
。

（
37
）U

n
ited N

ation
s H

u
m

an
 R

igh
ts O

ffice of th
e H

igh
 C

om
m

ission
er, “C

E
D

A
W

 n
ow

 in
 G

en
eva, ” h

ttp://w
w

w
.oh

ch
r.org/E

N
/N

ew
sE

ven
ts/P

ages/C
edaw

.aspx, accessed 

29 M
arch

 2017.

（
38
）
同
上
。

（
39
）『
国
連
と
日
本
の
女
性
た
ち
：
女
性
差
別
撤
廃
条
約　

第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
と
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の
活
動
記
録
』（
日
本
女
性
差
別
撤
廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
二
〇
〇
九
年
）
六
頁
。
大
谷

美
紀
子
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」『
国
際
女
性
』

No.
二
三
（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）、
一
四
四-

一
四
六
頁
も
参
照
。

（
40
）
注
四
〇
、四
頁
。
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（
41
）
同
上
。

（
42
）
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ジ
ョ
イ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト　

女
性
差
別
撤
廃
委
員
会　

第
44
会
期　

第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議　

仮
訳
」『
国
際
女
性
』

No.
二
三
（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）

一
六
一
、一
六
二
頁
。

（
43
）
大
谷
美
紀
子
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」、
一
四
五
頁
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
「
非
公
式
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
」『
国
際
女
性
』

No.
二
三
（
二
〇
〇
九
年
一
二

月
）
一
七
五
頁
。

（
44
）
世
界
金
融
危
機
に
伴
う
雇
用
の
悪
化
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
も
事
業
主
に
対
し
て
周
知
啓
発
に
動
い
た
。
当
時
の
状
況
（
と
く
に
労
働
者
か
ら
の
相
談
）
に
つ
い
て
は
、「
現
下
の
雇
用
労
働

情
勢
を
踏
ま
え
た
妊
娠
・
出
産
、
産
前
産
後
休
業
及
び
育
児
休
業
等
の
取
得
等
を
理
由
等
す
る
解
雇
そ
の
他
不
利
益
取
扱
い
事
案
へ
の
厳
正
な
対
応
等
に
つ
い
て
」
平
成
二
一
年
三
月
一
六
日
、

h
ttp://w

w
w

.m
h

lw
.go.jp/h

ou
dou

/2009/03/h0316-2.h
tm

l

を
参
照
。

（
45
）
柏
原
恭
子
「
ラ
ン
チ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
報
告
」『
国
際
女
性
』

No.
二
三
（
二
〇
〇
九
年
）、
一
七
七
頁
。

（
46
）
同
上
、
一
七
八
頁
。

（
47
）
同
上
。

（
48
）
仁
科
由
紀
（
テ
ー
プ
起
こ
し
・
翻
訳
）「
第
44
会
期
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会　

第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議　

全
記
録
」『
国
際
女
性
』

No.
二
三
（
二
〇
〇
九
年
二
三
月
）
一
八
一
頁
。

（
49
）
同
上
、
一
八
二-

一
八
三
頁
。

（
50
）
同
上
、
一
八
五
頁
。
均
等
法
の
禁
止
す
る
間
接
差
別
は
厚
生
労
働
省
令
に
よ
っ
て
三
つ
の
例
に
限
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
①
募
集
採
用
に
あ
た
り
一
定
の
身
長
、
体
重
、
ま
た
は
体
力
を
要
件
と

す
る
こ
と
、
②
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
制
度
の
総
合
職
募
集
・
採
用
に
あ
た
り
、
転
居
を
伴
う
転
勤
を
要
件
と
す
る
こ
と
、
③
昇
進
に
当
た
り
転
勤
経
験
を
要
件
と
す
る
こ
と
だ
が
、
労
働
法
と
く
に

機
会
均
等
を
長
年
研
究
し
て
き
た
浅
倉
む
つ
子
は
、
間
接
差
別
の
例
示
が
均
等
法
の
本
来
の
条
文
の
効
力
を
著
し
く
減
じ
る
と
懸
念
す
る
。
浅
倉
、
前
掲
書
、
四
六
頁
。

（
51
）
男
女
雇
用
機
会
均
等
政
策
研
究
会
が
二
〇
〇
四
年
の
報
告
書
で
掲
げ
た
間
接
差
別
の
事
例
は
、
①
募
集
・
採
用
に
あ
た
っ
て
身
長
、
体
重
、
体
力
を
要
件
に
す
る
こ
と
、
②
総
合
職
の
募
集
採
用
に

あ
た
っ
て
全
国
へ
の
転
勤
を
要
件
と
す
る
こ
と
、
③
募
集
・
採
用
に
あ
た
っ
て
学
歴
、
学
部
を
要
件
と
す
る
こ
と
、
③
昇
進
に
あ
た
っ
て
転
勤
の
経
験
を
要
件
と
す
る
こ
と
、
⑤
福
利
厚
生
や
家
族

手
当
支
給
に
あ
た
っ
て
、
住
民
票
上
の
世
帯
主
（
ま
た
は
主
た
る
生
計
維
持
者
、
被
扶
養
者
を
有
す
る
こ
と
）
を
要
件
と
す
る
こ
と
、
⑥
処
遇
の
決
定
に
あ
た
っ
て
正
社
員
を
有
利
に
扱
う
こ
と
、

⑦
福
利
厚
生
や
家
族
手
当
の
支
給
に
あ
た
っ
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
除
外
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ョ
ン
の
効
果
的
推
進
方
策
と
い
う
四
つ
の
課
題
を
検
討
し
、
二
〇
〇
四
年
六
月
二
二
日
に
報

告
書
を
提
出
し
た
。
厚
生
労
働
省
「『
男
女
雇
用
機
会
均
等
政
策
研
究
会
』
報
告
書
に
つ
い
て
」、
注
二
七
。

（
52
）
欧
米
に
お
け
る
間
接
差
別
の
概
念
と
法
理
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
相
澤
美
智
子
「
間
接
差
別
法
理
の
内
容
と
適
用
可
能
性
」『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』

No.
五
三
八
（M

ay 

二
〇
〇
五
）
を
参
照
。

（
53
）
仁
科
由
紀
、
前
掲
、
注
四
八
、一
九
〇
頁
。

（
54
）
同
上
、
一
九
二
頁
。

（
55
）C

E
D

A
W

, “C
on

clu
din

g observation
s of th

e C
om

m
ittee on

 th
e E

lim
in

ation
 of D

iscrim
in

ation
 again

st W
om

en
, ” U

N
 D

ocu
m

en
t, C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/C

O
/6, 7 A

u
gu

st 2009, 
para. 15.

（
56
）Ibid., para. 16.

（
57
）Ibid., para. 45.

（
58
）Ibid., para. 47.

（
59
）「
第
6
回
報
告
審
査
に
関
す
る
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
質
問
事
項
に
対
す
る
回
答
」（
仮
訳
）『
国
際
女
性
』

No.
二
三
（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）
一
二
〇
頁
。
回
答
の
国
連
文
書
番
号
は
、

C
E

D
A

W
/C

/JP
N

/ Q
/6/A

dd.1.
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（
60
）「
第
6
回
報
告
審
査
に
関
す
る
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
質
問
事
項
に
対
す
る
回
答
」、
前
掲
、
一
〇
五
頁
。

（
61
）
育
児
休
業
法
制
定
の
直
接
の
理
由
は
、
一
九
八
一
年
に
採
択
さ
れ
た
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
の
第
一
五
六
号
条
約
（
家
族
責
任
）
を
批
准
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
一
九
九
五
年
、
同
法
は
育
児
・

介
護
休
業
法
に
改
正
さ
れ
た
。

（
62
）
元
女
性
差
別
撤
廃
委
員
の
赤
松
良
子
に
よ
る
と
、
日
本
は
条
約
実
施
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
想
起
せ
よ
、「
総
括
所
見
」
の
実
施
の
た
め
に
国
会
が
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
奨
励
せ
よ
、

前
回
の
「
最
終
コ
メ
ン
ト
」
の
勧
告
事
項
の
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
点
と
今
回
の
「
総
括
所
見
」
の
実
施
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
せ
よ
、
と
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
言
っ
て
い
る
。
山
下
泰
子
「
女
性
差

別
撤
廃
条
約
と
日
本
」『
文
京
学
院
大
学
外
国
語
学
部
文
京
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
第
九
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
九
頁
。

（
63
）
国
際
女
性
の
地
位
協
会
会
長
の
山
下
泰
子
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
九
年
の
ラ
ン
チ
（
タ
イ
ム
）・
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
は
、
時
間
管
理
を
し
っ
か
り
行
っ
た
上
で
、「
本
番
さ
な
が
ら
の
対
話
」
を
委
員
と

Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
が
行
い
、「
す
ば
ら
し
い
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
と
、
委
員
か
ら
も
賞
賛
さ
れ
た
」。
山
下
泰
子
「
第
6
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」『
国
際
女
性
』

No.
二
三
（
二
〇
〇
九
年
）

九
七
頁
。

（
64
）C

had S
teinberg and M

asato N
akane, “C

an W
om

en S
ave Japan?, ” IM

F
 W

orking P
aper W

P
/12/248, O

ctober 2012, https://w
w

w
.im

f.org/external/pubs/ft/w
p/2012/w

p12248.
pdf

（
65
）
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
は
、
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。h

ttp://w
w

w
.n

h
k.or.jp/gen

dai/kiroku
/detail02_3261_all.h

tm
l

（
66
）
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
実
施
状
況　

第
7
回
及
び
第
8
回
報
告
（
仮
訳
）」
二
〇
一
四
年
九
月
、
第
六
段
落
。

（
67
）「
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
本
部
の
設
置
に
つ
い
て
」
平
成
二
六
年
一
〇
月
三
日
閣
議
決
定
、h

ttp://w
w

w
.cas.go.jp/jp/seisaku

/kagayaku
josei/pdf/kon

kyo.pdf

。

（
68
）「
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
平
成
二
六
年
一
〇
月
一
〇
日
、
二-

四
頁
、h

ttp://w
w

w
.kan

tei.go.jp/jp/h
eadlin

e/brillian
t_w

om
en

/pdf/20141010package.pdf

。

（
69
）
差
し
戻
さ
れ
た
二
審
で
は
、
翌
年
に
原
告
勝
利
が
確
定
し
た
。「
妊
娠
中
の
女
性
労
働
者
に
つ
き
、
軽
易
な
業
務
へ
の
転
換
を
契
機
と
し
て
さ
れ
た
降
格
が
、
雇
用
機
会
均
等
法
九
条
三
項
に
違
反

す
る
と
し
て
使
用
者
の
不
法
行
為
及
び
債
務
不
履
行
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
広
島
高
判
平
二
七
・
一
一
・
一
七
）」『
判
例
時
報
』

No.
二
二
八
四
（
二
〇
一
六
年
四
月
一
一
日
）。

（
70
）『
国
連
と
日
本
の
女
性
た
ち
：
女
性
差
別
撤
廃
条
約　

第
7
・
8
次
日
本
政
府
報
告
審
議
と
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の
活
動
記
録
』（
日
本
女
性
差
別
撤
廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
二
〇
一
六
年
）
四-

六

頁
。

（
71
）C

E
D

A
W

, “L
ist of issu

es an
d qu

estion
s in

 relation
 to th

e com
bin

ed seven
th

 an
d eigh

th
 periodic reports of Japan

, ” U
N

 D
ocu

m
en

t, C
E

D
A

W
/C

/JP
N

/Q
/7-8, 3 A

u
gu

st 

2015, para.14.

（
72
）「
第
7
回
及
び
第
8
回
報
告
審
査
に
関
す
る 

女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
質
問
事
項
に
対
す
る
回
答 ＜

仮
訳＞

」、
三
六
頁
。

（
73
）「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」『
国
連
と
日
本
の
女
性
た
ち
：
女
性
差
別
撤
廃
条
約　

第
七
・
八
次
日
本
政
府
報
告
審
議
と
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の
活
動
記
録
』（
日
本
女
性
差
別
撤
廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
二
〇
一
六
年
）
五
〇

－

五
二
頁
。

（
74
）
同
上
、
九
一
頁
。

（
75
）
同
上
、
九
四
頁
。

（
76
）
同
上
、
九
六
頁
。

（
77
）
大
谷
美
紀
子
「
4
．
非
公
式
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
報
告
」『
国
際
女
性
』

No.
三
〇
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
四
四-

四
五
頁
。

（
78
）
同
上
、
四
五
頁
。

（
79
）
同
上
。

（
80
）
山
下
泰
子
「
特
集
Ⅰ　

第
7
・
8
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議　

1
．
概
説
」『
国
際
女
性
』

No.
三
〇
（
二
〇
一
六
年
）、
三
七
頁
。
山
下
は
、
外
務
省
一
三
名
を
含
む
政
府
代
表
団
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
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主
に
「
慰
安
婦
」
問
題
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
同
。

（
81
）「
5
．
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
審
議
録　

国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
第
63
会
期　

第
7
・
8
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
」『
国
際
女
性
』

No.
三
〇
（
二
〇
一
六
年
）
四
八
頁
。

（
82
）
同
上
、
四
九
頁
。

（
83
）
同
上
、
五
〇
頁
。

（
84
）
同
上
、
五
一
頁
。

（
85
）
正
式
名
称
は「
同
一
価
値
の
労
働
に
つ
い
て
の
男
女
労
働
者
に
対
す
る
同
一
報
酬
に
関
す
る
条
約
」（
一
九
五
一
年
採
択
）。
日
本
の
批
准
は
一
九
六
七
年
。
詳
細
は
、Ｉ
Ｌ
Ｏ
駐
日
事
務
所「
１
９
５
１

年
の
同
一
報
酬
条
約
（
第
１
０
０
号
条
約
）」
を
参
照
。h

ttp://w
w

w
.ilo.org/tokyo/stan

dards/list-of-con
ven

tion
s/W

C
M

S
_239079/lan

g--ja/in
dex.h

tm

。

（
86
）
正
式
名
称
は
、「
雇
用
及
び
職
業
に
つ
い
て
の
差
別
待
遇
に
関
す
る
条
約
」（
一
九
五
八
年
採
択
）。
詳
細
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
駐
日
事
務
所
「
１
９
５
８
年
の
差
別
待
遇
（
雇
用
及
び
職
業
）
条
約
（
第

１
１
１
号
）」
を
参
照
。h

ttp://w
w

w
.ilo.org/tokyo/stan

dards/list-of-con
ven

tion
s/W

C
M

S
_239068/lan

g--ja/in
dex.h

tm

。

（
87
）「
5
．
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
審
議
録　

国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
第
63
会
期　

第
7
・
8
次
日
本
レ
ポ
ー
ト
審
議
」、『
国
際
女
性
』

No.
三
〇
（
二
〇
一
六
年
）
五
八-

五
九
頁
。

（
88
）
同
上
、
五
九
頁
。

（
89
）
同
上
、
六
〇
頁
。

（
90
）
同
上
。

（
91
）
同
上
。

（
92
）U

N
 D

ocu
m

en
t, C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/C

O
/6, 7 A

u
gu

st 2009, para. 22.

（
93
）“C

on
clu

din
g observation

s on
 th

e com
bin

ed seven
th

 an
d eigh

t periodic reports of Japan
, ” U

N
 D

ocu
m

en
t, C

E
D

A
W

/C
/JP

N
/C

O
/7-8, 7 M

arch
 2016, para. 11.

（
94
）Ibid., para. 34.

（
95
）Ibid., para. 35 （a

）.

（
96
）Ibid., paras. 34-35.

（
97
）
内
閣
府
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
に
向
け
て
」、h

ttp://w
w

w
.cao.go.jp/w

lb/in
dex.h

tm
l, accessed 31 D

ecem
ber 2016.

（
98
）「
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
公
式
ペ
ー
ジ
は
、http://iku

m
en

-project.jp/in
dex.h

tm
l

。
な
お
、男
女
の
部
下
に
育
児
休
業
取
得
を
上
司
が
奨
励
す
る
「
イ
ク
ボ
ス
」
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー

リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ク
ボ
ス
ド
ッ
ト
コ
ム
」（h

ttp://iku
boss.com

/category/statem
en

t

）
を
参
照
。

（
99
）「
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
三
頁
。

（
100
）『
日
経
新
聞
』
電
子
版
、「
パ
ー
ト
の
年
金
こ
う
変
わ
る
：
一
〇
六
万
円
の
壁
っ
て
何
？
」
二
〇
一
四
年
二
月
九
日
、h

ttp://w
w

w
.n

ikkei.com
/article/D

G
X

Z
Z

O
66388790V00C14A2000000

/?df=2

（
101
）
二
〇
一
六
年
九
月
二
六
日
官
邸
設
置
。「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
」
平
成
二
八
年
九
月
二
六
日
内
閣
総
理
大
臣
決
裁
、h

ttp://w
w

w
.kan

tei.go.jp/jp/sin
gi/h

atarakikata/

pdf/kon
kyo.pdf

。

（
102
）
時
事
ド
ッ
ト
コ
ム
「
残
業
上
限
、
月
平
均
六
〇
時
間
＝
繁
忙
期
は
一
〇
〇
時
間
―
政
府
調
整
」、
二
〇
一
七
年
一
月
二
八
日
、h

ttp://w
w

w
.jiji.com

/jc/article?k=2017012800107&
g=eco

。

（
103
）
二
〇
〇
三
年
の
審
議
で
は
「
約
六
〇
名
の
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
現
地
入
り
し
審
議
の
模
様
を
傍
聴
し
て
お
り
、
委
員
会
か
ら
も
、
日
本
の
市
民
社
会
の
高
い
関
心
が
評
価
さ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
実
施
状
況
第
4
回
・
5
回
報
告
の
審
議
の
概
要
」
平
成
一
五
年
七
月
（
二
〇
〇
三
年
七
月
）、h

ttp://w
w

w
.gen

der.go.jp/in
tern

ation
al/in

t_

kaigi/in
t_teppai/4th5th

-exam
.h

tm
l, accessed 23 Jan

u
ary 2017.　

二
〇
〇
九
年
で
も
同
様
に
、
八
〇
名
以
上
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
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実
施
状
況
第
6
回
報
告
の
審
議
の
概
要
」
平
成
二
一
年
八
月
（
二
〇
〇
九
年
八
月
）、h

ttp://w
w

w
.gen

der.go.jp/in
tern

ation
al/in

t_kaigi/in
t_teppai/exam

.h
tm

l, accessed 23 Jan
u

ary 

2017. 

二
〇
一
六
年
は
、「
多
数
の
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
が
現
地
入
り
し
審
議
の
模
様
を
傍
聴
し
て
お
り
、
委
員
会
か
ら
も
そ
の
関
心
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
「
女

子
差
別
撤
廃
条
約
実
施
状
況
第
7
回
及
び
第
8
回
報
告
の
審
議
の
概
要
」
平
成
二
八
年
七
月
（
二
〇
一
六
年
七
月
）、h

ttp://w
w

w
.gen

der.go.jp/in
tern

ation
al/in

t_kaigi/in
t_teppai/

h
ou

koku
_dai7-8.h

tm
l, accessed 23 Jan

u
ary 2017.

（
104
）
例
と
し
て
、
平
野
敏
政
・
平
井
一
麥
「
女
性
を
め
ぐ
る
社
会
的
環
境
の
歴
史
的
展
開
：
女
性
史
年
表
の
記
載
項
目
か
ら
」『
帝
京
社
会
学
』
第
二
三
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）、h

ttps://appsv.

m
ain

.teikyo-u
.ac.jp/tosh

o/th
iran

o_kh
irai23.pdf

を
参
照
。

（
105
）
た
と
え
ば
、
辻
村
み
よ
子
『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
：「
法
に
よ
る
平
等
」
の
技
法
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）、
浅
倉
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
106
）
た
と
え
ば
、
岩
田
正
美
・
大
沢
真
知
子
編
著
、
日
本
女
子
大
学
現
代
女
性
キ
ャ
リ
ア
研
究
所
編
『
な
ぜ
女
性
は
仕
事
を
辞
め
る
の
か
：
五
一
五
五
人
の
軌
跡
か
ら
読
み
解
く
』（
青
弓
社
、

二
〇
一
五
年
）、
お
よ
び
大
槻
奈
巳
『
職
務
格
差
：
女
性
の
活
躍
推
進
を
阻
む
要
因
は
何
か
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
107
）
例
と
し
て
、
山
本
勲
「
女
性
活
躍
推
進
と
労
働
時
間
削
減
の
可
能
性
：
経
済
学
研
究
に
も
と
づ
く
考
察
」、R

IE
T

I D
iscu

ssion
 P

aper S
eries 16-J-019

、
独
立
行
政
法
人
経
済
産
業
研
究
所
（
Ｒ

Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
）、
二
〇
一
六
年
三
月
、h

ttp://w
w

w
.rieti.go.jpjp/pu

blication
s/dp/16/j019.pdf.

（
108
）
ロ
シ
ェ
ル
・
カ
ッ
プ
『
日
本
企
業
の
社
員
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
い
の
か
？
』（
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
パ
ブ
リ
シ
ン
グ 

、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
109
）
山
口
一
男
・
樋
口
美
雄
『
論
争　

日
本
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
110
）
日
本
語
で
い
う
（
雇
用
の
）
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
、
英
語
でD
iversity an

d In
clu

sion

と
い
う
。
こ
れ
は
「
多
様
性
の
受
容
」
と
い
う
概
念
で
、
働
く
人
の
属
性
（
人
種
、
国
籍
、
宗
教
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
年
齢
、
障
が
い
の
有
無
な
ど
）
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
女
性
社
員
の
子
育
て
支
援
、
男
女
労
働
者
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
の
み
な
ら
ず
、
障
が

い
の
あ
る
人
、
外
国
籍
・
外
国
留
学
経
験
の
あ
る
従
業
員
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
人
材
の
調
達
と
活
用
の
戦
略
を
目
指
す
。
一
部
の
企
業
で
は
、
経
営
上
の
戦
略
の
み
な
ら
ず
、
企
業
の
社
会
的

責
任
（C

orporate S
ocial R

espon
sibility: C

R
S

）
の
一
環
と
し
て
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
、
東
芝
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ　

企
業
の
社
会
的
責
任　

多
様
性
の
推
進
」、h

ttps://w
w

w
.

tosh
iba.co.jp/scr/jp/perform

an
ce/social/diversity/h

tm
、
サ
ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
」、h

ttp://w
w

w
.sapporoh

oldin
gs.jp/csr/em

ployee/diversity.

h
tm

l

を
参
照
。




